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千葉県白井市谷田地区および木地区における

鳥類の生息状況

中 山 聖 子

1.はじめに

千葉県白井市の南東部に位置する谷田地区は広範囲の樹林,草地,農耕地および少数の民家により

形成され,以前の農村地帯の特徴を最も残している地域である.一方白井市中部に位置する木地区は,

小規模な樹林,車地,河川,農耕地,集落およびまとまった新興住宅地により形成され,近年の郊外

の特徴を備えた地域である。

今回の調査は谷田地区と木地区において鳥類の生息状況を調査し,両者の環境の違いを明ら力斗こす

ることを目的として行つた。また,次世代に残すべき白井市の環境について考えるための一助となる

データを蓄積するために調査を行つた。

2.調査方法

2004年 5月 ,7月 ,11月 ,2005年 1月 の4回,季節毎に調査を行つた。地域内の鳥類相と相対的な

多さを知るためにラインセンサス法を用いた。また補足として定点調査,任意調査をあわせて行い
,

ラインセンサスで確認されにくし、籍類とライン外に生息する鳥類の生息状況の把握につとめた。

図 1,21こ谷田地区および木地区に設定した調査ラインと危点位置を示した.調査ラインは土地利用

状況,植生等に考慮し様々な環境が調査対象となるように設定した。距離は両地区ともに約 3.2kmと

した,定点位置は見晴らしの良い場所に設定した。

鳥類が活発に活動する早朝に,ライン上を時速 1.5h程度の速さで歩き双眼鏡を用いて観簾を行つ

た.出現した鳥類の種類,数,出― ,行動を記録し,同時に出現位置を地図上にプロットした。

ラインセンサスが終了したのち速や力Wこ定点位置に移動し,1時間の定点観察を行つた。さらに任意

で調査ニリア内を広範囲に踏査した。

3.結果

表 1に谷田地区および木地区における,ラインセンサス,定点観察,任意調査での出現鳥類を示し

た。出現種数は谷田地区で 19～28種,木地区で 21～27種で,渡り鳥の飛来と飛去にともない季節的

に変動した。千葉県レッドデータブックに保護動物として指定されている種は,谷田地区において確

認された 39種中19種,木地区において確認された 44種中21種で,約半数が該当した。

表 2に谷田地区および木地区でのラインセンサスにおいて確認された鳥類の出現数を季節毎に示し

た。谷田地区において,総出現数は年間を通じて200個体前後とほぼ一定だつた.しかしそのなかで

7月 におけるツバメの個体数の増加が著しく,これは巣立ち雛の出現によるものだった。また,1月 に

おいて冬亀であるタヒバツとツグミの出現が目立った。木地区における総出現数は,7月 に最小で 184

個偽 11月 に最大で 396個体と季節による増減が激しかった。特に 7月 には夏鳥であるアマサギの出

現があつたにもかかわらずl全体的に出現数は少なかった。最も総出現数が多かつた 11月 にはスズメ

が 189個体に達し,これらは集落や農耕地において群を形成していた。

地域内でどの種が優占しているかを示すために,種優占度 饉優占度=その種の観察個体数 /全種

103



類の観察個体数 X100)を算出した (表 3).谷田地区では年間を通じてスズメの優占度が 9。 57～27.75%

と高い傾向があつたが,季節的に優占する種は変動した。木地区では年間を通じてスズメの優占度が

著しく高く,約 4070と 他種に比べ突出していた。

表 4にJ籍類が確認された場所の環境類型区分を示した。鳥類の各種類がどの環境に多く出現してい

るかを示すために,各種類における環境頴型区分ごとの出現顔度を図 3-1～3に示した。樹林にはサシ

バ,コ ジュケイ,コグラ,ヒ ヨドリ,ウ グイス,オオルリ,エナガ,ヤマガラ,シジュウカラ,メ ジ

ロ,シメ,カケスがおもに出現した。草地にはアマサギ,タ ヒバヅ,オオヨシキリ,セ ッカ,カ シラ

ダカおもに出現した,ヒバジ,ツグミは車地と農耕地に多く,ホオジロ,アオジ,モズ,シロハラは

樹林,草地,果樹園でおもに出現した。カフセミ,キセキレイは測 ||にのみ出現した。オナガ,ハシ

ブ トガラス,ハシボノガラスは樹林,宅地,人工構造物でおもに出現した。キジバ ト,ンバメ,ハク

セキレイ,ジョウビタキ,カ フラヒワ,スズメ,ムクドリは多様な環境に幅広く出現していた.ダイ

サギ,コサギ,カルガモ,コチ ドリは水田に出現したが数は少なかつた。カワウ,ゴイサギ,チュウ

サギ, トビ,ハイタカ, ヒメアマツノミメ,イ ワツノミメは高空を通過したのみで,谷田および木地区の

環境の利用はなかつた。

図 4に谷田地区および木地区における各環境に出現した鳥類の種数を示した。谷田地区では樹淋お

よび草地での種数が他の環境に比べ特に多かつた。木地区では樹林および草地での種数が他の環境に

比べ若千多い傾向があつたが各環境に比較的多くの種が出現していた,

4.ま とめ

谷田地区の環境は樹林の占める割合が高いことから森林性の鳥類の出現が多く,シジュウカラやヤ

マガラなどのカラ類やメジロ,コグラ, ヒヨドツ,エナガなどが比較的多く生急していると言える。

出現する季節や個体数も限られているが,オオルリやカケスなど森林性の強い種の出現も谷田地区の

樹林の割合の多さを表している。また夏に観簾された多数のツバメの巣立ち雛の存在から,谷田地区

にはツバメの繁殖に必要な空間や豊富な餌資源が存在するものと推測される。

木地区には樹林や草地の他に農耕地,民家,河川などの多様な環境が平均的に存在している。木地

区において鳥類の出現種数が比較的多かつたのも環境の多様性が高いことが原因であると考えられる。

人間の住環境に生息するスズメの出現教が著しく多いことは,集落やそれに隣接する農耕地が多いこ

とと関連している。さらに水田におけるサギ類やコチドリ,河川におけるカワセミといつた水辺を利

用する鳥類の存在,また果樹園におけるモズの出現の多いことは木地区の環境特性を表していると言

えるだろう。

林縁部や草地に生急するホオジロは,谷田および木地区の両方に比較的多く出現した。これは谷田

地区では樹林,草地ともに多く存在すること,木地区では特に河川沿いにヨンなどの丈の高い車地が

連続して存在していることが原因であると考えられる。ヒバリ,オオヨシキリ,セッカは繁殖場とし

て草地を利用し,タ ヒバリ,ングミ,アオジ等は越冬時の生息場として草地を利用する。すなわち草

地は多くの鳥類に利用される重要な生息空間であるとともに,谷田地区,木地区の環境を構成する重

要な要素でもある。

各地区の環境特性と鳥類の生息状況から保全すべき環境を考えると,谷田地区においては樹林と車

地,本地区においては草地を含む河川環境に注目する必要があると推測される。
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ド

図1 谷田地区における調査ラインおよび定点
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図2 木地区における調査ラインおよび定点
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表 1 谷田地区および木地区における出現鳥類リス ト

田 地 区
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表2 谷田地区および木地区でのラインセンサスにおける鳥類の出現数

谷 田地 区 木地区

踵類 2000/5/24 2000/7/25 2000/11/2 2001/1/28 2000/5/25 2000/7/26 2000/11/3 2001/1/30

ハクセキレコ

セグロセキL

:iギ
サ
 |

ジョウビタ名

3

1

i

2

1

2

イ

10

9

18

2

1 0

Ｅ
υ

３

　

　

　

２

１

１

６

６

９

９

　

　

　

８

　
２

２

５

1

1

4

1

8

５

９

４

４

６

６

　

　

　

９

０

　

　

　

０

　
９

1

５

１

０

６

９

　

　

　

５

０

　

　

　

２

　
５

４

　

　

　

３

ａ

i

1 4

4

２

４

０

1

5

1

13

2

０

　

　

　

１

１

3

1

2

I

|

４

　

　

　

２

5

４

　

　

　

４

６

２

　

　

　

８

４

189

31

8

9

1

|

1

2

1

2

3

聡出現 個 体 J 20嘔 209

107



(1) 2004 5.25, 26

…
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表3 谷田地区および木地区ラインセンサスにおいて出現した鳥類の種優占度
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瞳類 種優 占度 臣類
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表4 環境類型区分

環境類型区分 定  義

儲林 広葉樹林,針葉樹林,竹林,混交林,低木林のいずれかが占有する領域

草 地 一年生草本および多年生車本が占有する領域

阿川・ 池 河チ||および池

畑 耕作されている耕作地

水 田 水田として耕作されている領域

果樹園 果樹園

保 地 造成地,未舗装道路などの自然の植被のない領域

壱 地 民家,工場等の敷地

人工構造物 アスファル ト道路,鉄塔,電柱などの人工的な構造物

上 空 高空通過
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図3-1 谷田および木地区における環境類型区分毎の鳥類の出現頻度

(N=全ての調査における出現総数 )
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図3-2 谷 田および木地区における環境類型区分毎の鳥類の出現頻度
(障 全ての調査における出現総数 )
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図3-3 谷田および木地区における環境類型区分毎の鳥類の出現頻度

(N=全ての調査における出現総数)
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図4 谷田および木地区における各環境に出現した鳥類の種数
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